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建
応
寺
跡
第
一
次
発
掘
調
査

て
調
査
の
経
過

ハ
円
発
刷
協
ま
で
の
経
過

昭
和
五
二
年
一
一
月
、
当
委
員
会
は
市
内
大
字
閉
山
字
建
応
に
所
在
す
る
建

応
寺
跡
の
緊
急
分
布
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
標
高
六
七

0
1七
一
0

メ
ー
ト
ル
の
渓
谷
を
削
平
し
、
+
一
寸
拙
棋
は
五
段
の
平
湿
地
を
造
り
、
そ
の
面
積
は

お
よ
そ
七

o
n
6平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
北
側
に
は
尾
恨
の
稜
総
を
た
く
み

に
利
用
し
て
長
さ
一

0
0メ
ー
ト
ル
巾
一-
一J
一
0
メ
ー
ト
ル
の
土
訟
を
設
け
て

い
た
。

堂
祉
の
礎
石
群
は
三
か
所
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
車
寸
崎
棋
の
広
大
な
こ
と
や

地
形
の
状
況
か
ら
、
こ
の
ほ
か
に
も
堂
社
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
恩
わ
れ

た。
自
下
編
さ
ん
中
の
市
総
資
料
を
仰
向
る
た
め
に
春
以
来
穆
備
を
す
す
め
、
地
主

の
傘
4
J
博
徳
氏
の
侠
お
を
得
、
鈎
資
凶
編
成
を
終
え
た
。
ま
た
地
元
間
山
部
滋

中

野

市

教

育

委

員

会

で
は
区
を
あ
げ
て
協
力
体
勢
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

本
調
査
の
実
施
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
い
よ
い
よ
法
手
続
を
と
る
た
め
、

文
化
庁
長
官
あ
て
に
八
月
一
一
三
日
付
を
も
っ
て
届
出
を
済
ま
せ
た
。

制
査
団
の
構
成

今
回
の
発
掘
調
査
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
左
認
の
と
お
り
調
査
聞
を
構
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
に
、
一

O
月
一
一
一
日
に
市
教
育
委
員
会
名
で
ご
餐
鼠
申

し
あ
げ
た
。

。
建
応
寺
発
掘
調
査
団
の
構
成

問
盗
資
任
者
山
田
芳
二
郎

駁

間

ω 

金
井
喜
久
一
郎

中
野
市
教
育
長

長
野
県
文
化
財
保
滋
審
議
餐
及
、
信
濃
史



料
刊
行
会
常
任
絡
さ
ん
委
負
、

金
弁
滋
次
日
本
考
古
学
協
会
員
、
中
野
市
文
化
財
保
護
響
機

妥
員
、

白
川
窓
生
日
本
考
古
学
協
会
員
、
平
野
小
学
校
教
諭

小
林
軍
司
中
野
市
誌
編
さ
ん
協
力
品
、

笹
原
宮
沢
則
長
野
県
考
古
学
会
長

金
弁
文
司
長
野
県
考
古
学
会
員
、
小
布
施
町
公
民
館
+
工
事
、

調
査
補
助
長
池
図
笑
男

調
査
協
力
員
海
野
経
ほ
か
七
名

調
査
協
力
団
体
閉
山
区

事
務
局
中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
、

調

査

団

長

5明

査

員

11 /1 1/ 

伺一
O
月
二

O
日
(
金
)
情

午
前
は
、
発
掘
用
具
を
建
応
寺
跡
登
り
ロ
ま
で
車
で
巡
搬
し
、
そ
こ
か
ら

は
、
事
で
笠
れ
な
い
た
め
、
天
幕
等
を
品
同
角
い
、
約
二
O
分
も
あ
る
山
道
を
現

地
ま
で
用
H
H
を
速
鮫
し
、
よ
う
や
く
現
紛
設
営
を
し
た
。
ま
た
、
調
鐙
の
成
功

と
あ
わ
せ
て
寺
院
跡
で
も
あ
る
の
で
、酎
郡
山
属
を
行
っ
た
後
、
一
号
説
枇
の
下
宿
刈

り
や
掛
制
約
作
終
に
入
っ
た
・
午
後
は
、
午
前
に
引
紛
い
て
消
抑
作
泌
を
行
い
、

堂
社
内
の
礎
石
を
廿

mmに
し
て
グ
リ

ッ
ト
を
段
位
。
各
グ
り
ッ

ト
に
分
れ
て
表

土
は
ぎ
か
ら
の
翁
銅
拘
査
に
入
っ
た
・
内
陣
手
前
の
中
央
あ
た
り
で
古
銭
二

校
、
土
師
総
片
等
発
見
。品世
観
滝
沢
答
次
郎
氏
ほ
か
。

一
O
月
一
一
一
日
(
土
〉
く
も
り
の
ち
雨

発
掘
経
過

昨
日
に
引
絞
い
て
発
仮
調
査
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
不
明
の
俊
右
さ
が
し
も
行

う
。
午
後
も
発
短
調
査
を
続
け
た
が
、
前
足
が
し
げ
く
な
り
や
む
な
く
作
業
を

中
止
す
る
。
品
世
銀
山
図
昭
総
氏
ほ
か
。

一
O
月
一
一
一
一
臼
〈
日
〉
情

朝
か
ら
熱
心
な
発
掘
調
査
が
続
い
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
内
陣
中
央
右

手
か
ら
仏
像
の
冠
ら
し
き
も
の
が
出
土
、
緊
張
の
う
ち
に
鈎
査
を
続
け
る
中

で
、
約一ニ

0
セ
ン
チ
程
掛
離
れ
た
所
か
ら
今
度
は
丈
約
六
、
五
セ
ン
チ
の
仏
像
を

発
掘
、
調
資
団
員

の
図
は
一
段
と
締

き
を
増
し
た
e

午

後
に
な
っ
て
さ
ら
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電波探 知機 調査

に
仏
像
一

体
を
発

見
、
続
い
て
鏡
板

の
破
片
と
恩
わ
れ

る
銅
片
の
か
た
ま

り
も
検
出
、
次
か

ら
次
へ
と
出
土
の

~1 1 図

紛
く
中
で
、
本
調

奇
か
完
全
に
成
功

に
向
っ
て
い
る
こ

と
を
誰
し
も
が
う

な
づ
け
る
高
ぴ
の

一
日
で
あ
っ
た
。



品
世
観
矢
野
秀
和
君
ほ
か
・

一
O
月
二
三
日
〈
月
)
附

前
日
の
仏
像
発
見
に
よ
り
、
全
員
に
調
査
窓
欲
が
一
一
間
溢
れ
る
。
昨
日
仏
像

の
発
見
さ
れ
た
付
近
を
中
心
に
続
査
し
た
が
、
土
姉
認
片
数
点
が
発
見
さ
れ
た

の
み
で
あ
っ
た
。
参
観
A
E
弁
明
夫
氏
ほ
か
。

一
O
月
二
四
日

ハ
火
〉
情

仏
像
発
見
の
知
ら
せ
に
報
道
関
係
者
等
が
相
次
い
で
訪
れ
る
。
今
日
も
一
号

堂
社
全
体
に
わ
た
っ
て
、
務
査
を
し
た
。
堂
社
両
側
に
新
し
い
礎
石
を
発
見
、

こ
の
礎
石
は
廻
縁
に
あ
た
り
角
石
二
倍
を
並
列
し
て
い
た
。
参
観
小
池
章
夫
氏

ほ
か
。一

O
月
二
五
日
ハ
水
〉
晴

午
前
は
、
未
発
掘
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
発
掘
調
査
を
行
う
。
土
師
器

片
、
灰
融
制
片
な
ど
発
見
。
午
後
は
、
山
か
ら
の
転
石
を
全
員
で
片
付
け
、
裳
祉

の
規
模
を
知
る
た
め
、
礎
石
聞
の
測
量
を
行
う
。

休
惣
中
、
村
史
や
建
応
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
話
題
に
な
り
、
電
波
探
知
穏

に
よ
る
肉
査
を
し
て
み
た
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
水
道
機
技
師
に
制
査
を
依

相
似
す
る
。
歩
銅
間
野
図
晴
夫
氏
ほ
か
。

一
O
月
一一
六
日
〈
木
〉
附

発
鎖
し
た
土
を
埋
戻
し
作
梁
を
行
う
と
と
も
に
棉
刑
判
仰
を
し
史
跡
と
し
て
の
風

貌
を
盤
え
る
。
午
後
は
、
水
道
線
技
師
に
よ
る
電
波
傑
知
総
調
査
を
開
始
す

る
。
多
鋭
黒
崎
利
夫
氏
ほ
か
・

一
O
月
二
七
日
ハ
金
〉
く
も
り
の
ち
小
雨

建
応
寺
跡
及
び
周
辺
一
帯
に
わ
た
り
電
波
探
知
器
三
台
を
も
っ
て
調
査
を
行

ぅ
。
疑
問
と
思
わ
れ
る
数
か
所
を
発
見
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
発
掘
削
訟
は
相

当
大
規
袋
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
来
年
度
に
制
査
を
見
送
る
こ
と

に
し
た
。
測
震
を
丹
念
に
実
施
し
た
品
静
観
鈴
木
正
俗
氏
ほ
か
。

一
O
月
二
八
日
〈
土
)
雨
の
ち
く
も
り

今
回
の
発
掘
調
査
計
画
が
全
部
終
了
し
た
の
で
、
小
雨
で
あ
っ
た
が
、
現
場

撤
去
作
業
を
行
う
。
午
後
は
、
間
山
公
会
堂
に
お
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
調
査

報
告
会
と
あ
わ
せ
て
慰
労
会
を
行
う
。
団
長
の
金
井
汲
次
先
生
か
ら
詳
細
な
報

告
が
あ
り
、
額
聞
の
金
井
喜
久
一
郎
先
生
か
ら
約
四

0
分
間
に
わ
た

っ
て
地
域

の
歴
史
関
係
と
結
び
つ
け
な
が
ら
建
応
寺
跡
を
考
察
し
た
貸
重
な
お
話
し
を
い

た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
第
一
次
調
査
は
終
了
し
た
が
、
晩
秋
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
、
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
-
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
に
発
掘
調
査
に
御
悔
カ
く
だ
さ
っ
た
方
h

の
芳
名
を
左
に
か
か
げ
、
感

謝
申
し
あ
げ
た
い
。

〈
敬
称
略
阪
不
問
U

中
山

伊鈴熱海矢牧
茨木岩野野野

昭
二

一
衛

正
信

隆
次

割
回
市
太
郎

湯
本

袈
市

政

一

白
ニ

彦
夜

山羽酒図阿古滋 山
崎片井村部川野林

義正 義光光福俊
民自人-:fj:彦失松文

林

~Il ~覧邦
男一量産

羽
片

小
林

小
林

小

林

傘

宮

古

川

短

雄

海
野
と
ら
え

岩
戸

小
林

啓

一

俊
幸

~ 

3司

- 3ー

益
E事忠

博 5忠良

酒
井

小
林

小
林

笹
子

稼
原
安
太
郎

海
野
み
ち
こ

小
林
市
兵
衛

米
沢
広
夫

(
山
口

耕
一〉



第 2図遺 跡寄 与の分布図

Z.真山城跡 3.見王寺跡 4.石動下遺跡 5金鐙山古境 6.十二川

8.弥紡石仏 9.革問主要祉群 10.安君子、寺遺跡 11.鈎造綴音菩薩立像出土地

1.建応寺跡

7.裾無瀬川

二
、
立
地
と
歴
史
的
環
鏡

建
応
寺
跡
は
閉
山
部
落
の
南
東
、
雲
井
岳
の

山
ふ
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
標
高
約
七

0
0メ
ー

ト
ル
、
山
麓
を
通
る
林
道
よ
り
約
七
0
0メ
ー

ト
ル
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
閉
山
部
洛
は
三

方
を
山
に
困
ま
れ
、
西
北
に
開
け
た
傾
斜
地

(
斜
度
約
五
J
六
度
)
で
あ
る
。
間
続
す
る
山

な
み
の
中
で
い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
を
土
地
の

人
は
剣
の
議
(
て
ご
ハ

O
〉
と
呼
ん
で
い
る

が
、
村
誌
に
は
剣
の
峯
附
近
の
山
々
を
総
称
し

て
雲
井
岳
と
記
し
て
あ
る
。
剣
の
峯
か
ら
西
方

に
つ
づ
く
尾
根
は
高
山
村
と
の
境
界
で
北
に
の

び
る
尾
根
は
管

・
佐
野
と
の
境
界
と
な
っ
て
い

る
。
剣
の
峯
か
ら
東
南
東
に
三
沢
山
〈
一
、
五

O
凶
・
六
〉
笠
岳
会
一
、

O
七
五

・
八
〉
と
続

く
。
こ
れ
は
横
手
山
公
一
、
一
ニ

O
四
・
九
〉
で

西
方
と
東
北
方
の
二
つ
に
分
か
れ
た
火
山
隊
の

西
方
の
支
隊
で
あ
っ
て
剣
の
峯
か
ら
更
に
二
つ

の
支
隊
に
分
か
れ
、
西
方
に
走
る
支
隊
は
山
悶

峠
附
近
で
更
に
延
徳
と
小
布
施
方
面
に
分
岐
し

て
松
川
扇
状
地
に
達
し
て
い
る
。
一
方
剣
の
山
脅

か
ら
北
に
の
び
る
支
臨
時
は
建
応
の
東
か
ら
更
科

綜
を
経
て
箱
山
に
逮
し
て
い
る
。
前
述
の
郡
布

- 4 ー



町
村
田
狩
も
こ
の
支
隊
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
が
多
勺

千
陶
川
東
洋
一
帯
の
述
山
は
上
信
火
山
初
と
い
わ
れ
断
防
総
が
縦
横
に
走
っ

て
、
火
山
活
動
の
忽
代
が
省
く
地
塊
運
動
も
ま
た
盛
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
中
央

地
将
棋
市
に
堆
積
し
た
地

M
や
宕
殺
の
圧
力
で
、
来
の
連
山
一
仰
は
大
き
く
酒
の

方
に
傾
け
ら
れ
、
官
同
く
お
し
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
東
の
遠
山
一

翁
の
地
形
は
浸
蝕
が
ひ
ど
く
、
岩
石
は
変
質
し
、
山
A

の
尾
根
は
い
く
つ
に
も

分
か
れ
酋
に
急
傾
斜
し
て
山
の
鼻
先
を
縫
の
扇
状
地
の
中
に
突
っ
込
ん
で
い

る
。
北
信
五
岳
や
永
蜂
丘
陵
の
裾
の
よ
う
な
地
形
と
は
対
照
的
で
複
雑
な
地
形

に
な
っ
て
い
る
。
閉
山
地
籍
の
地
形
も
剣
の
峯
か
ら
急
傾
斜
で
西
に
下
り
、
分

岐
し
た
い
く
つ
か
の
尾
根
先
が
耕
地
に
埋
っ
て
い
る
こ
の
複
雑
な
地
形
が
建
応

寺
の
伝
承
を
は
じ
め
谷
間
谷
聞
に
山
に
峯
に
い
ろ
い
ろ
な
昔
話
が
か
た
り
つ
が

れ
て
き
た
の
も
、
こ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

間
山
は
松
川
l
万
箆
川
断
層
線
、
角
間
川
断
層
線
、
と
延
徳
須
賀
川
断
層
線

に
閉
ま
れ
て
い
る
・
し
た
が
っ
て
松
川
や
角
間
川
、
夜
間
瀬
川
の
よ
う
な
広
い

流
域
を
も
っ
た
川
は
な
い
し
、
は

っ
き
り
し
た
期
状
地
も
な
い
。
十
二
川
は
建

応
寺
跡
附
近
よ
り
発
し
部
落
の
北
側
を
流
れ
下
り
、
裾
無
瀬
川
は
思
弁
岳
内
の

道
鋭
山
附
近
よ
り
発
し
部
洛
の
南
側
を
流
れ
下
り
、

ニ
つ
の
川
は
新
野
地
区
を

流
れ
て
篠
井
川
に
合
流
す
る
・
ニ
川
と
も
水
危
は
少
く
海
減
用
水
に
足
る
程
度

で
あ
る
が
、
家
雨
ゃ
、
な
が
雨
の
臨
吋
は
急
流
出
悼
を
あ
ら
っ
て
耕
地
を
荒
す
こ
と

が
あ
る
。
閉
山
か
ら
新
野
に
か
け
て
扇
状
地
様
に
見
え
る
の
も
こ
の
川
の
作
用

と
思
わ
れ
る
・
地
籍
内
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
伏
流
の
末
舗
と
も
み
ら
れ
る
消

い
す
る
ue

水
の
湧
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
石
動
権
現
さ
ん
の
清
水
は
著
名
で
あ

る。

雲
井
岳
の
山
ふ
と
こ
る
に
あ
る
建
応
寺
跡
一
扮
は
地
味
も
よ
く
樹
林
が
進
ん

で
、
一
一一
・
四
O
年
も
た
つ
か
と
思
わ
れ
る
杉
木
立
が
、
う
っ
蒼
と
生
い
し
げ
っ

て
い
る
。
寺
跡
の
内
で
、
っ
た
え
ら
れ
る
鐙
桜
跡
か
ら
眺
め
る
北
億
五
岳
は
ま

た
絶
景
で
あ
る
。
一
戸
隠
山
霊
場
の
焚
鐙
と
建
応
寺
の
党
鎖
が
共
鳴
り
し
た
と
い

う
夫
婦
鏡
の
伝
説
が
生
れ
た
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
附
近
一

穏
に
あ
る
細
流
は
十
二
川
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。

建
応
寺
跡
へ
通
ず
る
道
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
閉
山
部
溶
か
ら
通
ず
る
送
、

一
つ
は
北
東
に
約
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
で
山
国
か
ら
菅
へ
通
ず
る
峠
に
出

る
。
峠
か
ら
管
の
部
落
は
限
下
に
見
え
、
せ
ま
い
山
道
で
は
あ
る
が
い
ま
も
通

る
人
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
世
間
へ
小
池
峠
に
通
ず
る
古
い
道
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
い
ま
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
道
と
し
て
は
遺
跡

の
表
山
を
遜
る
管
線
林
道
が
開
け
た
し
、
柳
入
地
籍
か
ら
遺
跡
ま
で
の
林
道
が

い
ま
工
事
中
で
あ
る
。
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こ
ん
ど
発
嗣
制
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
元
怨
の
山
側
の
時
に
は
寺
燈
数
と
記
し
て
あ

る
・
い
ま
も
村
の
人
は
「
げ
ん
の
う
の
守
屋
敷
」
と
よ
ん
で
い
る
。
寺
田
総
数
の
函

傾
斜
面
は
延
室
検
地
で
仁
王
笠
と
い
い
、
数
十
徳
の
妨
地
に
な
っ
て
い
た
。
段

段
畑
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
の
頃
ま
で
寺
蔵
敷
の
近
く
に
桑
内
闘
が

あ
っ
た
。
地
名
と
し
て
建
応
と
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
範

聞
も
非
常
に
広
い
。

「
建
応
寺
」
に
つ
い
て
は
伝
説
的
に
諮
り
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
間



山
に
あ
る
古
文
穫
に
も
慾
応
寺
に
か
か
わ
る
も
の
は
す
く
な
い
。
村
誌
に
記
さ

れ
て
い
る
「
政
応
寺
古
蹟
」
の
こ
と
は
出
典
文
総
宋
鮮
で
今
後
の
研
究
開
査
を

倹
つ
ほ
か
な
い
。

〈
小
林
砿
司
〉

一二
、
遺

者時

第
一
号
室
祉
は
植
林
さ
れ
た
、
樹
令
約
三
五
年
の
杉
、稼
業
松
の
中
に
あ
り
、

昭
和
四
七
年
に
官
民
簡
の
山
腹
に
林
道
工
事
が
行
わ
れ
た
時
の
転
石
が
数
倒
と
、

長
い
年
月
の
聞
に
崩
怒
し
た
岩
石
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
か
た
づ
け
ら
れ

た
。
林
道
に
は
岩
脈
が
露
出
し
、
火
山
岩
の
一
穫
で
小
紋
岩
鉱
山
一
議
諮
問
の
自

然
石
が
礎
石
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
柱
礎
石
に
は
径
八

O
今
内
外
の
石

が
、
廻
縁
に
は
五

O
H
Y内
外
の
石
が
用
い
ら
れ
、
主
な
礎
お
は
、
従
来
よ
り
露

出
し
て
い
た
が
、
廻
縁
の
北
側
と
官
民
側
が
土
石
の
溺
搭
で
埋
っ
て
い
て
今
回
の

調
査
で
全
体
の
規
模
を
知
る
事
が
出
来
る
柑
僚
に
な
っ
た
。
四
方
を
正
面
と
し
た

営
一
枇
で
、
現
在
の
峠
道
よ
り
一

0
メ
ー
ト
ル
程
東
側
に
あ
り
、
こ
の
間
は
特
に

敷
石
な
ど
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

南
側
は
堂
社
よ
り
一

二
米
の
平
面
を
お
い
て
、
高
さ
約
六
脱
の
土
手
と
な
っ

て
南
方
に
低
く
下
段
に
逮
っ
て
い
る
。
東
側
は
山
政
簡
で
閥
抗
程
傾
斜
面
を
削

り
と
っ
て
策
迭
の
際
、
利
用
さ
れ
、
下
方
は
土
石
で
担
っ
て
い
た
。
北
方
は
ほ

ぼ
平
面
で
約

一
六

M
で
次
の
第
二
盆
枇
に
巡
っ
て
い
る
。

前
方
都
よ
り
見
た
裳
祉
は
遮
幽
慣
が
九
O
Hシ
お
く
土
織
さ
れ
、
瑠
紋
の
礎
石
商

と
は
玄

0
セ
ン
チ
の
高
低
差
が
あ
る
・
奥
ハ
東
側
〉
は
地
山
商
と
な
っ
て
い
る
。

次
は
各
位
置
の
礎
石
の
観
察
を
記
す
と
ハ
測
凶
@
煎
〉

A
列
3
は
後
方
部
に

火
銭
面
が
あ
り
、

5
は
や
や
大
き
い
石
で
中
央
に
柱
あ
と
が
抽
出
り
、

3
と
共
に

柱
の
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
。
B
列
は
植
林
と
地
盤
が
や
わ
ら
か
い
た
め
か
大
分

位
低
の
ず
れ
て
い
る
石
が
あ
り
、
3
5
は
杉
の
木
が
あ
り
不
明
で
あ
る
が
、
七
倒

所
の
廻
総
の
礎
石
門
家
右
〉
が
考
え
ら
れ
る
、
C
列
は

1
6
は
廻
縁
の
策
石
で
、

C
か
ら
ー
ま
で
の
ー
は
金
一
部
一
角
商
を
援
し
た
こ
個
の
石
が
並
列
し
て
発
具
さ
れ

た
。
中
央
に
柱
を
た
て
、
柱
下
街
の
逝
問
問
を
図
っ
た
か
、
二
本
の
柱
が
宿
っ
た

か
論
議
さ
れ
た
。
南
面
の
6
7
通
り
も
並
列
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
埋
没

が
浅
く
、
石
が
小
さ
か
っ
た
た
め
に
移
動
し
た
倒
所
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
は
ま
わ
り
が
欠
け
て

中
央
が
高
く
な
っ
て
い

る
e

3
は
幾
筋
に
も
割

れ
疫
が
あ
り
、

4
は

一一
了
五
対
南
西
に
移
動

し
て
い
た
石
で
、
今
回

町内
F
d
'

・8
.

，

を
g品
川

.-'降

司F

E主応王手跡付近全景
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第 3図

元
の
位
伎
に
復
さ
れ
た

も
の
、
中
央
に
約
一
一
一
五

今
の
円
柱
の
あ
と
が
残

っ
て
い
る
。

5
は
持
品
枇

の
主
柱
磁
石
の
中
で
も

っ
と
も
判
然
と
し
た
柱

の
あ
と
を
残
す
礎
石

で
、
火
災
の
際
、
火
熱

を
う
け
柱
下
面
と
周
囲

と
の
泌
度
経
の
た
め
、
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外
商
が
薄
片
に
剥
げ
て
失
わ
れ
、
一
昨
日
γ
程
、
高
く
な
っ
た
り
し
て
柱
面
が
残
っ

た。

D
列
1
と
2
の
礎
石
函
は
2
が
四

O
今
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
2
は
割

れ
て
泌
が
あ
り
、
柱
あ
と
が
半
分
残
さ
れ
て
い
る
。

E
列
2
は
や
や
小
さ
な
石

で
三
つ
に
割
れ
て
い
る
。

5
は
縦
に
大
き
く
割
れ
簿
片
に
も
割
れ
て
失
わ
れ
て

い
る
。

F
列
2
こ
れ
も
小
さ
な
石
で
あ
る
が
割
れ
て
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る。

5
手
前
に
柱
あ
と
の
内
味
が
あ
り
、
後
方
は
大
部
分
欠
け
て
失
わ
れ
て
い

る。

G
列
2
往
あ
と
が
円
く
残
り
、
ま
わ
り
は
湾
く
剥
げ
て
赤
褐
色
を
袋
し
て

い
る
。

3
柱
あ
と
を
中
心
に
し
て
、
無
数
の
戒
が
あ
り
、
4
は
失
わ
れ
て
い
る

が
杉
の
氷
が
立
っ
て
い
る
。

5
こ
れ
も
火
熱
の
た
め
、
赤
褐
色
を
呈
す
る
も
石

質
の
た
め
に
柱
あ
と
は
判
然
と
し
な
い
。
今
回
発
掘
さ
れ
た
、
御
正
体
〈
懸

仏
〉
な
ど
の
遺
物
は

G
H
の
3
4
の
礎
石
の
線
を
結
ぶ
内
陣
と
考
え
ら
れ
る
個

所
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

H
列
1
と
2
の
礎
石
商
の
普
況
は
一
五
時
?
と
な
っ
て
い

る
。
2
は
や
や
大
き
い
石
で
、
赤
褐
色
を
曇
す
る
所
と
簿
く
は
げ
た
所
が
あ

る。

3
は
中
央
の
柱
あ
と
が
加
工
せ
る
如
く
一
一一J
四
勺
高
く
な
っ
て
い
て
四
分

の
一
は
割
れ
き
ず
が
あ
る
。

4
こ
れ
も
柱
あ
と
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
に
添
っ
て
酬
割
れ
目
が
あ
る
。

5
径
七

O
今
の
石
で
不
方
ま
で
掘
り
調
査
し
た

結
果
叡
込
石
な
ど
発
見
さ
れ
ず
、
土
の
上
に
直
接
配
置
し
て
あ
っ
た
。

-
列
1

廻
縁
の
隅
石
で
、
今
ま
で
の
1
の
滋
列
と
違
っ
て
合
せ
簡
が
四
五
度
の
方
向
に

な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

2
は
杉
ハ
径
二
三
帥
γ
)

が
あ
り
調
査
不
能
で

-
列
は
山
か
ら
の
崩
落
の
た
め
に
二
五
J
四
O
今
の
土
石
に
埋
ま
り
、
特
に
6

は
径
一
五

O
x
一一一

O
今
の
大
石
に
半
分
か
く
れ
て
、
調
査
は
完
全
に
は
不
能

の
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
、
造
物
は
火
災
に
か
か
っ
て
焼
失
し
た
背
中
が
判
明
し
、
次
に
礎
石
間
の

計
測
値
を
考
察
す
る
と
、
建
物
の
大
き
さ
は
柱
礎
石
前
面

(
C列
〉

2
1
5
の

か
ぬ

中
心
の
長
さ
は
七

・
八
対
で
幽
尺
で
二
五

・
ニ
尺
、
こ
れ
を
高
麗
尺
〈
鯨
尺
〉

ひ
と
ま

に
換
算
す
る
と
二
一
尺
と
な
り
、

2
1
3
は
六
尺
〈
一
間
)
(
高
箆
尺
以
下
問

ひ
と
ま

O
・e-a

じ〉

3
1
4
は
九
尺
(
一
間
〉
、

4
1
5
は
六
尺
〈
一
間
〉
と
な
る
。
次
に

C

2
と
H
2
の
距
離
は
一
一
米
、
一
ニ
六
尺
〈
山間
尺
〉
で
高
麗
尺
で
竺
一

δ
尺
で
芯

聞
と
な
る
。
ま
た
廻
縁
の
官
民
右
と
柱
礎
石
の
距
離
は
一

・
八
対
で
高
麗
尺
の
五

尺
に
当
る
、
柱
の
痕
跡
の
約
三
五
円
J

の
径
は
高
麗
尺
の
一
尺
の
柱
が
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
正
面
の
A
3
1
5
は
痛
の
柱
の
礎
石
で
、
こ
の
中
に
階

段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
屋
根
は
小
布
施
町
膝
悶
の
浄
光
寺
薬
師
堂

の
如
く
、
萱
慈
の
入
母
屋
作
り
の
姿
が
浮
ん
で
く
る
。
な
お
、
雨
落
し
の
遺
構

な
ど
は
不
明
で
屋
根
の
軒
先
の
大
き
さ
は
判
然
と
し
な
い
。
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〈
御
原
長
則
)

回
、
遺

物

出
土
品
の
大
部
分
は
営
一
枇
内
の
地
下
か
ら
発
鋸
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
石
臼

凶
片
は
、
発
掘
中
に
周
辺
調
査
の
折
に
、
湧
水
か
ら
流
れ
る
溝
の
そ
ば
か
ら
得

た
も
の
で
あ
る
。

付
金
属
造
物

御
正
体
は
内
陣
と
想
定
さ
れ
る
床
下

一
O
J
=
o勺
よ
り
三
体
お
よ
び
鏡
板

片
が
検
出
さ
れ
た
。

銅
製
阿
弥
陀
如
来
坐
像
完
形
、
高
さ
六

・
五時口
γ
重
さ
一

O
一
号
、
厚
手
造

り
で
あ
る
が
、
鋳
迭
の
拙
な
さ
の
た
め
、
厚
い
と
こ
ろ
ハ
四
ミ
リ
〉
薄
い
と
こ
ろ

ハ一

ミ
リ
〉
が
あ
っ
て
そ
の
上
火
焔
に
あ
っ
た
た
め
か
、
左
耳
裟
下
に
小
さ
な
孔



が
あ
い
て
い
る
。
頭
部
か
ら
下
へ
四
今
の
と
こ
ろ
の
銅
部
の
横
左
右
に
径
一

・

五
戸
の
孔
が
る
っ
て
、
鏡
板
へ
結
び
つ
け
た
も
の
と
怒
わ
れ
る
。
堂
宇
焼
失
の

ら
値
幅
av

し
ゅ
う
へ

e

時
の
火
肌
に
よ
っ
て
録
妥

・
面
相

・
棚
閉
縫
等
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
温
雅
に
感
じ
ら
れ
る
。

銅
製
鋭
管
筈
磁
坐
像
ほ
ぽ
完
形
に
近
い
が
火
災
の
た
め
顎
部
以
下
は
お
方

へ
い
ち
じ
る
し
く
幽
り
、
台
座
の
一
郎
は
欠
損
し
て
い
る
。
原
形
の
高
さ
は

七

・
五
今
程
度
と
思
わ
れ
、
薄
手
造
り
で
、
現
在
の
重
さ
は
二
七

・
五
号
で
あ

る
。
後
頭
部
に
は
四
ミ
リ
の
小
さ
な
柄
が
巾
五
ミ
リ
で
突
出
し
、
鏡
板
に
接
着
さ
せ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
銃
の
た
め
納
に
孔
が
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

腕
前
に
合
総
の
印
稲
は
割
合
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
宝
冠
、
総
彼
等
は
火
肌
の
た

め
は
っ
き
り
し
な
い
・
鋳
入
は
念
入
り
で
手
ぎ
わ
が

良
く
蘭
相
は
細
く
滋
雅
に
み
う
け
る
。

銅
製
神
像
片
冠
部
の
み
の
残
欠
で
形
態
は
不
明

で
あ
る
が
頭
部
裏
に
は
六
戸
の
突
出
納
が
あ
っ
て
、

厚
さ
は
二
戸
、
中
央
部
に
三
戸
の
一
孔
が
あ
る
。
こ

の
納
は
鋭
板
に
援
活
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
A
X

質
も
よ
く
鈴
入
技
術
も
良
好
で
、
厚
手
迭
り
の
た
め

か
火
肌
の
影
響
は
少
な
い
が
、
全
貌
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
残
欠
重
量

は
二
一

・
七
匂
で
あ
る
。

鋭
板
片
及
び
鈎
奥
鏡
板
の
阿
部
片
三
六
点
、
鏡

板
ふ
ち
片
と
思
わ
れ
る
も
の
六
点
の
ほ
か
、
仏
像
片

と
推
定
さ
れ
る
も
の
三
点
、
火
焔
の
た
め
錫
塊
と
な

っ
た
も
の
七
点
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
銅
製
の

釘
一
殺
は
長
さ
二

・
五
今
で
笠
が
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

鉄
邸
柑
片
鉄
釘
一

二
点
で
大
は
八
・
五
日
ヲ
の
長
さ
、
小
は
二

・
一二時
hy
の
巨
択
さ

を
持
つ
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
鈎
片
一
点
、
か
す
が
い
片
一
点
、
鉄
片
一
点
で
い

ず
れ
も
鋭
化
が
益
し
い
。

古
銭
片

一
一
点
、
堂
枇
内
か
ら
出
土
し
、

一
点
は
「
元
符
」
を
残
し
て
い
る

が
北
栄
銭
の
元
符
通
宝
で
あ
る
。
他
の
て
白
川
一
は
銭
文
は
不
明
で
あ
っ
た
。

〈
A
E
弁
滋
次
〉

A
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同

土

・
陶
録
、
石
造
、
そ
の
他
の
遺
物

土
様
、
陶
録
片
は
総
計

一
一
三
点
の
検
出
を
み
た
。
そ
の
う
ち
土
邸
緩
片



(
関
分
期
〉
は
一

O
一二
点
で
あ
る
が
細
片
が
多
く
復
元
し
た
数
は
・
き
わ
め
て
少

な
い
。
須
恵
器
片
は
四
点
、
灰
紬
陶
器
片
は
一
-
一点
で
、
二
点
は
第
二
号
蛍
一
社
付

近
か
ら
表
採
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
遺
物
を
表
示
す
る
と
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

第
一
表

土

・
陶
総
表

10 9 8 7 6 I 5 4 I 3 

主害警Z返 努; 事干 事手 J，;f 事ド .lE..LA .. 

ト一一
現

11 10.5 
11uz ト一一 一 一 一一

7.1 8 5 u 8 
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ー砂粒含同一『ト一良一一

良良飴
土
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育灰色 外褐色黒内外褐色黒内 外色褐黒内 茶褐色 灰管色 淡褐色 調色

一一一
須慈器 ロク土師Pロ土師ロ土タロ土師一土飾 土

霊;ロ毒怨

時:ロ近骨量ロ 鏑

号師

量同襲怨撃ロ器|護:聖霊ロ器
堂務署長

枇前出ロ ロ
クク

主は目主 糸底切 切底糸 切底糸 糸切底
土ロ ロ

糸切底3形を 形まを

護lv文

拙
例
商
慣
欄
中
・
に
出
土
植
物
所
を
記
載
し
た
も
の
の
ほ
か
は
第
一
号
裳
社
内
の
地
下

か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

-

磁
石
四
点
は
い
ず
れ
も
堂
社
内
の
地
下
か
ら
発
掘
さ
れ
、
い
ず
れ
も
中
砥
で

祭
滅
が
甚
し
く
半
折
し
て
い
る
。
次
表
に
そ
の
概
要
を
示
め
ず
。

~ 

第
二
世
次

砥
石
表

番

4 3 2 

号

一
長

3.3 t3 7 7 さ

C祝

ト一一一 一
黒 官- 淡 事し 色

灰 褐 自

色 色 色 色 調

一 一
一一一 四一

痕理量E 賀痕商 j街

fi 
ち状

婆

- 10一
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石
臼
片
四
点
は
い
ず
れ
も
下
部
臼
で
安
山
岩
質
石
材
を
加
工
し
て
い
る
が
、

四
点
と
も
半
分
に
割
れ
て
い
る
。
第
一
号
堂
社
南
下
の
湧
氷
付
近
か
ら
表
面
採

集
し
た。第

三
表

石
臼
表

413 
30 I 27 

11.5 1 13 14.5 

一一
10 110.5 11.5 

2.1 2.5 

3.5 

一 一
7.61 U 

一一
主番幹目 半答。下側割半 割半

b主

火焔 下側
凹

下側 摘む
の tこ 4ま
た 荒

'中u 凹むめ L、

焼け量
/ の
、、、 穴

要の は

痕ヵ: 下
不 ま
明 ある

で
通
る

五
総
務
地
総
て
口
川
は
堂
枇
裂
の
廻
縁
来
石
付
近
か
ら
発
掘
さ
れ
凝
灰
岩
質
の

石
材
b
z
用
い
て
い
る
。
高
さ

一
九
、
五
今
巾
二
二
品
川
シ
を
算
え
、
工
作
は
念
入
り

に
仕
上
げ
て
い
る
。
ニ

O
余
年
前
に
捜
原
長
則
氏
が
こ
の
付
近
で
水
験
一
点
を

発
見
し、

小
学
校
へ
贈
ら
れ
た
由
で
あ
る
が
、
現
在
は
所
在
が
不
明
で
倫
し
ま

れ
る
。打

倒
貌
石
銭

円然
納
〉
は
堂
社
内
中
央
部
か
ら
一
点
発
見
さ
れ
た
。
昨
年
の
緊

急
分
布
調
査
の
折
に
は
第
三
号
堂
社
付
近
か
ら
打
削
減
石
斧
片
一
点
が
表
面
採
集

さ
れ
て
い
る
が
、
抑
制
文
時
代
の
狩
猟
が
こ
の
地
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

堂
宇
焼
失
の
際
の
木
炭
片

・
灰
等
も
検
出
さ
れ
た
が
出
土
愛
は
比
較
的
少
か

っ
た
。
堂
一
夜
の
廻
縁
東
石
付
近
か
ら
は
割
合
に
大
き
な
木
炭
片
の
出
土
を
み
て

い
る
。
ま
た
、
堂
袈
衛
隅
か
ら
は
獣
骨
片
が
検
出
さ
れ
た
。

(金
井
文
司
〉

、

e 、
、

五
、
む

す

び

長
野
県
町
村
誌
北
信
篇
に
は

「往
々
土
を
う

が
つ
に
仏
器
或
は
石
油
将
古
瓦
等
出
づ
る
あ
り
。」

と
登
載
さ
れ
、
逃
物
の
出
土
例
を
あ
げ
て
は
い

る
が
、
そ
の
遺
物
は
敬
、
治
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

「古
瓦
等
」
の
記

事
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
今
回
の
調
査

に
お
い
て
は
検
出
す
る
ζ

と
は
で
き
な
か

っ
た

が
須
恵
器
片
の
こ
と
を
指
す
も
の
か
と
も
思
わ

れ
る
。第

一
次
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
第
一
号
堂
祉
の

礎
石
鮮
は
ほ
ぼ
旧
態
の
ま
ま
検
出
さ
れ
、
裳
{
子

の
規
模
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
御

正
体
三
騒
を
は
じ
め
各
種
の
遺
物
も
発
綴
さ
れ

た
が
、
土
器
片
、
陶
怨
片
、
古
銭
等
か
ら
平
安

時
代
後
期
か
ら
中
世
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
第

一
号
裳
祉
は
こ
の
期
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
長
野
県
町
村
誌
に
よ
る
と
「
大
同
の
喫
創
建
、
田
村
将
窓
開
基
一
」
と
あ
っ

て
、
反
上
田
村
麻
呂
の
開
基
伝
承
は
、
第
一
号
堂
故
調
査
の
結
果
で
は
、
そ
こ

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
奇
か
は
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
裳
字
廃
絶
に
つ
い
て
問

物遺進石第 7図
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誌
は
「
七
裳
伽
輩
、
裳
頭
十
二
坊
あ
り
。
然
る
に
、
永
禄
中
、
川
中
島
合
戦
の

除
、
民
髭
共
に
兵
火
に
か
か
り
、
僧
徒
悉
皆
他
山
に
離
散
し
、
療
院
と
な
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
第
一
号
裳
枇
は
火
災
に
よ
っ
て
媛
滅
し
た
こ
と
は
礎
右
の
焼



け
や
、
木
炭
片

・
灰
等
の
倹
出
に
よ
っ
て
制
判
明
し
た
。
し
か
し
そ
の
療
絶
の
時

期
に
つ
い
て
は
明
篠
に
つ
か
む
資
料
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
だ
石
造
文
化
財

は
中
世
も
栂
当
降
る
時
期
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
裳
字
炎
上
は
中
世
も
後

柵
酬
と
み
た
い
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
継
続
調
査
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

〈金
持
汲
忍
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